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技術シーズ説明会では、NICT
発の移転可能な技術シーズを
わかりやすく説明しました。

「“新世代ネットワーク”と
“ユニバーサルコミュニケー
ション”はここまで進む。」
と題したOne Dayシンポジウ
ムを開催しました。

裸眼立体映像表示システムは特に人気の展
示で、連日大行列ができていました（暗幕
の中では、車の映像が浮き出ていて、体を
動かすと別の視点からの映像を見ることが
可能でした）。

NICTスーパーイベント2008
～人へ、地球へ、未来へ。ICTの最新研究。～
NICTスーパーイベント2008
～人へ、地球へ、未来へ。ICTの最新研究。～

開催し
ました

周囲から聴ける立体音響スピーカーも人気のコーナーでした。
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受
賞
者
紹
介

受賞者●杉浦
すぎうら

孔明
こうめい

◎受賞日：8月20日　　
◎受賞名：電子・情報・システム部門大会奨励賞
◎受賞内容：移動ロボットのための複数のタスク環境にお

ける学習に適した形態の設計法
◎団体名：社団法人電気学会

◎受賞のコメント：

平成19年度電気学会電子・情報・システム部門大会に

おいて、奨励賞を頂き、大変光栄に思っております。こ

の場をお借りして、お世話になった皆様に深く御礼申し

上げます。今回の受賞を励みとして、NICTにおける研

究活動に邁進したいと

存じます。

受賞者●Ferdinand Peper
ペパー　フェルディナンド

共同受賞者：李　佳（リー ジャ）元NICT専攻研究員

◎受賞日：7月1日　　
◎受賞名：Best Paper Award
◎受賞内容：On Brownian Cellular Automata
◎団体名：Automata 2008:EPSRC Workshop on

Cellular Automaton Theory

◎受賞のコメント：

共同研究者の李佳博士と私は、ナノメーター・スケ

ールによる計算の基礎について、長年にわたり深く掘

り下げ、議論を重ねてきた結果として、この賞を受け

取ることに非常に感動しています。それは、決定論で

ある従来のステップ・

バイ・ステップ方式よ

りもむしろ、選択を伴

う確率的探索としての

計算について、新たな

考え方を提示するもの

です。私たちは、この

研究をマイクロメータ

ー・スケールのコミュ

ニケーションモデルに

拡張することを計画し

ています。

受賞者●藤
ふじ

井
い

勝
かつ

巳
み

◎受賞日：9月17日　　
◎受賞名：電子情報通信学会活動功労賞
◎受賞内容：環境電磁工学研究専門委員会幹事補佐として、2

年間の任期中に20回の研究会・4回の第2種研究
会ワークショップ、全国大会、ソサイエティ大会
また研究会創設30周年記念事業を企画・運営し、
研究会の活動と発展に多大なる貢献を行った。

◎団体名：社団法人電子情報通信学会通信ソサイエティ

◎受賞のコメント：

幹事補佐を2年間務

めたことになっていま

すが、最後の半年は入

院というアクシデント

に見舞われ、多大な貢

献を行ったかというと

我ながら疑問が残りま

す。幹事だった石上忍

さん（EMCグループ）

に、たくさん助けてい

ただきました。

受賞者●沖縄亜熱帯計測技術センター

◎受賞日：9月12日　　
◎受賞名：第137回水路記念日　海上保安庁長官表彰
◎受賞内容：海洋情報業務（海の調査や海洋情報の提供）

への貢献
◎団体名：海上保安庁

◎受賞のコメント：

沖縄センターでは石垣島及び与那国島に遠距離海洋レ

ーダを設置して、海流等の観測・研究をしています。そ

のデータは、第十一管区海上保安本部及び海上保安庁海

洋情報部へ提供され、海況情報把握等にも役立てられて

います。

未来ICT研究センター　
ナノICTグループ　主任研究員

知識創成コミュニケーション研究センター
音声コミュニケーショングループ専門研究員

電磁波計測研究センター
EMCグループ　主任研究員

創立30周年の記
念品として配布
したロゴ入り
USBメモリステ
ィック
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イベントカレンダー

次号は、新世代のネットワークの構築を目指す、新世代ネットワーク研究開発戦略本部を特集します。
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◎各イベントについての詳しい情報は、以下のNICTウェブサイトをご覧ください◎
http://www2.nict.go.jp/p/p463/event/event-J.html

2009年1月1日午前9時（日本時間）に、3年ぶりのうるう秒挿入が行われます。
うるう秒の制度が1972年に始まってから、今回で24回目となります。

◎ＮＩＣＴ起業家経営塾 (ＩＣＴセミナー) 第3回「知財・特許戦略」

日時：2008年12月15日（月） 場所：みずほ情報総研株式会社 大会議室

◎平成20年度情報通信ベンチャービジネスプラン発表会
日時：2009年１月27日（火） 場所：秋葉原UDX GALLERY

◎宇宙光学システムと応用に関する国際会議(ICSOS)
日時：2009年2月4日（水）～6日（金） 場所：日本科学未来館

来年1月1日の 
時刻はこうなります。 
（日本時間） 

2009年1月1日8時59分59秒 
2009年1月1日8時59分60秒 
2009年1月1日9時00分00秒 

うるう秒の挿入 
 

地球など天体の動きに基づく時刻（天文時）と、原子時計の刻む時刻（原子時）が0.9秒以上ずれないようにするため、
1秒を加えたり、除いたりする操作をうるう秒と言います。これまで行ったうるう秒は、すべて加える操作で、原子時計
の時刻に対して、天文の時刻が遅くなってきています。
NICTは、標準電波の送信などで日本標準時を広くお届けする業務を行っており、万全の体制で臨むべく準備を進めて
います。

うるう秒とは

日時計や暦をはじめとして、生活時は地球の回転（自転、公転）による時刻（天文時）が使われてきました。
しかし、1,000分の１秒という大きさで見ると、天文時は不規則に変化していて、最先端の科学技術の高精度化に対応
できなくなってきました。
そこで、今から約50年前に、原子の出す規則正しい電磁波（量子論）を用いた原子時計が秒の定義となり、高精度な時
刻を刻んでいます。現在皆さんが使っている時刻は、原子時計を基にしています。

天文時と原子時


